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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2015 年 12 月 1 日（火） 定例研究会報告 
テーマ： 自治州国家スペインの行方 
報告者： 砂山充子 
時 間： 16:30〜18:00 
場 所： 10307 教室 
参加者数：4 
報告内容概略： 
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2015 年 12 月 11 日（金） 定例研究会報告 
テーマ： 安保法制と立憲主義・民主主義 
報告者： 広渡 清吾氏（法学部教授） 
     永山 茂樹氏（東海大学教授） 
時 間： 18:00～21:00 
場 所： 専修大学神田キャンパス 1 号館 7 階 72 教室 
参加者数：25 名 














保法制成立後の「立憲主義的 9 条改憲論」は立憲主義の形骸化につながること、憲法 9 条
と 25 条の生存権を結びつけた実質的な立憲主義の理論構成が重要であると主張された。 
 質疑応答では、立憲主義と平和主義の関係性や今後の安保法制廃止に向けた市民側の課
題など、活発な討論がなされた。 
 なお、本研究会は、NPO 現代の理論・社会フォーラムとの共催で開催された。 
記：専修大学法学部・内藤光博 
 
